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01 7- 7 2 2- B l l り / 成田本店しんまち店プレイガ

イ ド( ℡ D 1 7 ･ 7 2 3-2 4 3 1 )

還方の方には郵送いた しま す F 許 しくは ウェ ブワイ

トを こ驚いただくか､ お問い合ゎ せくだ古い ｡

1 r l 削･ 薫 ¥ 2
,
0 0 0

上裸 される 3 つの プロ グラム 全 てをご 覧いた

. - ′ノ_
､ 苧 ¥ 1 , 0 0 0

上映モ れる 3 つの プロ グラムの中か らひとつ

お選 びいた だくチケ ッ トです ｡

1 日通 し券 ¥ 2 .5 0 0

1 プ ログラ ム 券 ¥ 1 .2 0 0

※学割チケオ ･(遺し寿の み) ¥ 1 , 5 0 0

チケ ッ トは全席 目盛席です｡ 当日券は映画祭会場受

付にて践解 に応じて販売いた します ｡

粂学割チケッ トは開催日当日に販売いたします｡ 受

付にて学生証をこ標示くださし1 ｡ チケ ットの こ予約
は下記お問い合わせ先またはウ ェ ブサ イトむl らお申

し込みくだ さい｡ ( 学割チケッ トの肯け売りはい たし

ませんの で､ こ注意ください｡)

古参同 ㈱ 台 拓)-還
■

書森 イン タ
ー ナ シ ョ ナルL G B T

フ イルムフ ェ スティパル実行委月虚

℡0 9 0 ･ 6 4 5 9 ･ 5 1 3 6
群留 守番 電 話の 場合 があ りま す ｡ メ ッ セー
ジを残 して くださ れ ば . こ ち らか ら ごi季

措 いた: しま す ｡

区引 nf o @ a o m o rトIg b t 且o l g

隠会場内 ､ 会喝付近での 写菜摘影闇 値 くお 断

りい た し ます ｡ 樺上 映中の入 場は で き ませ ん

ので ､ 予め開演時間等をご確認くだ さい ｡ (上

映が始末ります と会場 内が脂くな り ､ 足 元が

居候 です〉群会場 内での 飲食は で き ま せ ん の

で ､ こ了承 くだ さい ｡ た だ し ､ ア ウ ガ5 F 会 場

前は ､
ベ ン チ が 設 置さ れ てし＼る 館内公 園と

な っ て お り ､ 飲食可旨巨で す ｡ 洋 再入場の 際【ま

チケ ッ トの 半券を係員へ こ提示 くだ さ い ｡

主催 ノ青森イ ンターナシ ョ ナルL G 自T
フイル ムフ = ステイ パル実行委貝会

協力 / 香引l レインボー映画祭
やつ ぱ愛ダホ 1 1 加 n ロー∩巳t.

デザイン/ 工 イチ ビースタイリンク

L G B T FiJ m F e sII V C]J
第9 回青森インタ ー

ナシ ョナルL G B T フ イ ルムフ ェ ステ ィJ Y ル

l二馳喧抗魁] 昏源診ダ守､ 生首萱〉

リ .,熱誠

2 0 0 9 年 ､ アフリカ乗部 のウ ガン ダで は ､

議 会に提出さ れた｡ 民 衆の差別感情を煽〔

で も自らの 存在を確か め今 日を生 きの ぴ
▲

｡ r 私 が私で ある という 命がけ の 閏

･･ リー｡

■

■ 監督 : K a 廿1巳｢【n e F a l げa x W 佃h t . M 8 l

. ■ 製作 国 : U S A ､ ウガン ダ ■製 作年 : 2 0
■ ~
■ 看語 : 英 語(日本語字幕あり) ■字幕擢1

~
不審凹Ⅴ創こ乾〔亘

■ 書森県内初上映

同性愛者 を死刑にで きる法 案 が

り立 て るメディアや政治家と､ そ れ

る人 々 ､ 神 という名の 暴力と希望

いj を描 いた渾 身 のドキ ュ メン タ

k 昌 Z ロリh ∈∋lトW o ｢｢ ∈州

1 2 年 ■上 映時間 : 8 7 分

やつぱ変タホ! id a h o- n e t .

真北初上映

戦後復興 期の大 阪 ｡ 繊 維 工場 で働 きな がら幼 い子ども達 を育て ､ 夫 と姑 に

仕える艶子の も とに ､ 昔の 恋人ヨ シ工 が 訪ね てくる｡ 愛す るヨシ工 とJ了＼たり

粟 京 へ 行くの か ､ 自分 の 幸 せ を犠牲 にして 家族 を選 ぶ のか ｡ 宮崎 光代 監 督

白身の 祖母 をモデ ルに ､ 当時の女性としての 義竜と家族 へ の 犠牲心を描い

たドラマ ｡ 世界 中の 映画 祭 で上映 され ､ 数多 くの 袈を受 賞 している｡

■監督 : 宮崎光代 ■製 作匡ト U S A ､ 日本 ■ 製作年 こ2 0 ‖ 年

■上映 時間 : 2 5 分 ■言語 : 日本語( 英語字幕 ありE n 副 S h S u b titl e s)

∧二 東北初上映

『誰 かに恋 をして ､ 焦が れる気 持 ち は 異性愛者 も 同性愛 者も 同じj という

田 中監 督が描く恋物喜喜｡ デュ オを 組 む和真と宏之 は ､ 一周 年ラ イブに 向け

た 新曲 作りが進 まな い ｡ ライ ブ喫茶 の マ ス タ ー が見守 る中､ せ つ ない 勘違

い と嫉妬を経てふ たりの 気持ちが近づく｡

■監督 : 田中昭全 ■製 作周 : 日本 ■製作 年 : 2 0 1 3 年

■上映時間 : 2 0 分 ■言語 : 日本語

書森県内初上映

僕を変えたの は一着の ワン ピースだ っ た･･･ ｡ 不 器 用な
"

オトコ の 娘
■

の 自分

探 しの 旅が始まる マ スカ ラを塗 りルージュ をひ いて ワン ピース に着 替 え

た ､ み ん なとちよつ と遅う女装娼( じよそ こ)が 愛おしくなる ､ 全く新しい タイ

プの 舌苔ムービ
ー

!

■監督 こ 窪田将治 ■製作 国 : 日本 ■製作年 : 2 0 1 2 年

■上映時間 : 1 0 0 分 ■ 言語 : 日本語( 英喜否字幕 ありE n g】】s h S u b t†tle s)

『多様な性にY e s ‖D A H O メ ッ セ ー ジ展』 を同時間催します

日時 : 2 0 1 4 . 7 . 1 3( 日) 1 2 : 8 D ～ 1 8 : 0 0

会場 : ア ウガ5 F カタ
ー ル A V 多機能ホ

ー ル前
置どなたでも無料でご覧 い ただけます ｡

共催 : スクランブルエ ッグ

毎年5 月1 7 日の 旧A H O 〔】n t e ｢ ∩ ∂tiロ∩ヨI D a y A g 釦n s t H 〔〕m D 帥 O b 泊 ∂n d T ｢ 8 n S P h ロb 厄: 固閤反ホモ

フォ ピア& 屋トラン スフォビアの 日) は ､ 同性愛やトラン スジ工 ン タ一等 へ の嫌悪や 差別に反対する白とし
て ､ 世界 中でイベ ントが開催され貢す ｡ 日本でも｢ 多様な性 にY 〔ヨSリをテーマ にメッセージを募集しノ街頭で
読み上げるアクシ ョン 且 闇 聞会 . 展示会なと､ 貴地で様々 な催しが行われてい ます ｡

昨年の メ ッ セージ展 よ り

音素県では2〔〕0 9 年より ､ 県内のしG 臣T7〕-中心となっ て扇動するボランティアサ → クルで あるス クランブルエ ッグが I D A H O に零せられたメッセージを
展示紹介する取り組みをしており､ 2 □1 1 年からは当映画竃 との コラボレ

←

シ ョ ン企画として｢l口A H O メッセージ巌J を映画貿会場前にて闇値して います ｡

今年 も引き続き ､ この メッセージ展 を日央画票会場 前に て同時 間催することとなりました↓ 当日はこ釆 畷 の皆様からのメッセージも葛重 層 示 いたしま す ｡

是非展示会場に足をお運 びくださ い ｡ 映画とメ ッセージ窄過して ､ 多様なく生をより身近 に感じて い ただける一日【こなれ ば幸い で す 凸



Th e Ni nth A o m o ri l nt e r n cITf o n c]d L G B T F" m F
:
e sti v crl

プログラム内容

O ｢( all M o K u くh u ウガンダで ､ 生きる｣

O ｢T S U Y A K O ｣ ｢ エ ソ ラ｣

O ｢儲の中のオトコの娘｣

1 3 :0 0 一 - 1 4 :3 0

1 4 :4 5 一 - 1 5 :3 0

1 5 :4 5 一 - 1 7 :2 5

上映作品監督､ 協力団件の方々よリメッ セ
ー ジをいただきました｡

｢C all M e K u c h u｣ 上映にあたり､ ご協力下さっ た｢ やつぱ愛ダ7r H id a h o
, n et .｣ 代表 遠藤まめたさんより

はじめて ウガン ダの ことを知 っ たの は署名サ イ トの呼びかけだ っ た ｡ ｢ 同性愛者を死刑にする法律が通りそうだ ､ なん とか

して制止 しよう｣ とい う悲痛な呼び かけを見 て ､ 署名サイ トを クリ ッ クした｡ その後 ､ 何度も ウガ ン ダの 報道を耳に した ｡

あるときはゲイの活動家が報モれた ニ ュ ース を見 た｡

署名以外にやるこ とはないの かと ､ 心の 申で ずつ と思 っ て い たの で ､ ある冬 の 夜に大 学生 か ら rC all M e K u c h 山 とし＼う映

画びある ことを聞い た とき に は ､
二 つ返事で 翻訳しようと約束 して しまっ た ｡ 遠く離れた 日本の地 で ､ 私たちに何が どこ ま

で やれるかわか らない ｡ 国内の こ とで ､ とい うより ､ 自分の身の 回りだ けで 屯大変な毎日なの に ｢新たな宿題｣ を自分た ち

に課 して しまっ たような荒も した｡

作吊中で ､ ス トッ シ ュ と い う一人の 当事者がこ う語る｡ ｢ 何回尼 自殺 しようと したけ ど何 をや っ て も失敗 した｡ たぶ ん生 き

る理由がまだ一つ だ【ナあるから｡ 払たちの話を聞きた い 人がい る｣

日本 にい る私た ちが何がで き るかはわからない が ､ ス トッ シ ュ の 言葉を日本に届けた こ とには青菜があっ たと ､ 同じ時代を

サパ イパル して い る仲間として強 く思 う｡

2 0 1 4 年2 月 ､ とう とう ウガン ダの反 間性愛法 は成立 して しま っ た ｡ 闘い は続く｡ 一人でも多く の 方に ､ 彼 らの 姿 を見て ､

聞い てほ しい ｡ そして一緒に考えて もらえたらうれしい｡

｢ エソラ｣ 監督 田中昭全さんより

この 度は ､ 映画 ｢ エ ソ ラ｣ を上映い ただきありがとうこ ざい ます｡

この 映画の 主人 公と同 じく ､ ほくもゲイで す｡ 香川県の 片 田舎 で ､ 同性パートナーと共 に挙らして い ます｡ 双方 の両 親に は

カム アウト済み で ､ 一緒 に旅 行に 行 っ たりたま には ごはん を一緒に食べ たり ､ 男女の夫婦 と変 わ らない 撰戚付 き合い を して

い ます｡

田舎 が保守的 とい うのは ､ 果 たして ほんとうなの で し ょ うか ? 少なくて も ぼくの 周り に居 る友人たちは ､ ぼくとパートナー

の 関係性 をこく 普通 のこ ととして受け入れてくれて い ます ｡ もちろん ､ こ こに辿 り着くまで は長い 時間が かか りました｡ 未

解決 の問題も あります｡ しか し ､ 応援 して くれ る人 たち が居る以上 ､ おどおど して い る暇闇 ない の だ と自分 に 言い 聞かせて

い ます｡

そんな地 元で ､ 念願 の短編映画を作りま した｡ 制作にあ たっ て 気を つ けたのは ､ r セクシ ュ ア ル マ イノリ ティ の 専門用語は

使わ ない ( 恋愛の 普 遍性を描く) ｡ ｣ そ して ､ r 希 望のあるエ ン デ イ ン クを用意す る｡ j かつ て の 自分 がそうだ っ たよう

に ､ こ の映画をみた人が勇気を持 っ てくれた らい い なと思い ます ｡

｢ 青森イ ン ターナシ ョ ナルL G B T フ イ ル ム フ ェ ス テ ィパ ル｣ は地方 発の 映画祭 とい う こ とで ､ もの す ご い親 近感が ありま

す｡ マ イノリテ ィに関わる問題だか らこ そ . 地方で やる意味や意義 はとて も大まい と思 うの です ｡

セクシ ュ アリティ の こ とを考えれば考える ほど ､ 最終的には r どう生きたい か｣ とい うとこ ろに辿り着きます｡ 他人か らど

う思 われようが ､ 自分の しあわせは変え られな い ｡ だっ たら ､ 自分の考え るその しあわせを ､ 諸 にで もわ かるような言葉で

提示 すれ ばい い ｡ そこ に共感で きる何かが あれ ば ､ 違いを超えて わかりあえる はず ですっ 人生は常に ､ そ こ から しか始ま ら

ない ので はない かとさ え患い ます｡ ぽく らの 映画が ､ その一助と な り ますよ うに ｡

r 僕の中のオトコの娘｣ 監督 窪田将治さんより

青森イ ンターナシ ョ ナ ルL G [】丁フ イ ル ムフ ェ ス テ ィ パル開 催おめで とうこ ざい ます ｡ 今回は拙作 ｢ 僕の 中のオ トコ の 娘｣ を

招待頂き大変嬉 しく思 っ て お り ます ｡

こ の 映画は女装と言う今 . 日本でポ ピュ ラーに なりつ つ あ るマ イ ノ リテ ィ 文化 が舞 台で す｡ 主人公 は女装に芽生える ことで

自分の居場所を見つ けますが非常に困難を強し1 られます｡ しか しそんな生 さづ らい 世界で も主人公【ま必死 に生きよう と努力

します｡

日本映画界 もまた世界の映 画界と比 べ ると非 矧 こ文化芸術意 識が低く 映画監督 として 生き るの は非常 に生きつ らい 世界で

す｡ 形 ､ 世界 は適え ど､ この 映画の 主人公 は僕自身 で もあり ます ｡

この 作品で 自分に正直に生きる難 しさや一歩踏 み 出す勇気を感 じて も らえ れば嬉しく居い ます｡ 女装 とい う文化を題材に し

た映画が皆様 にどの よう に受 け止め られ るか非常に楽しみで す｡ どうぞ お楽 しみ ください ｡


